
　 2004年3月期
中間決算説明会

東京ガス株式会社

代表取締役社長　

市野 紀生
2003年10月30日

1



「見通し」および「インサイダー取引規制」
に関する注意事項

 このプレゼンテーションに掲載されている東京ガスの現在の計画、見通

し、戦略、その他の歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通し
であり、これらは現在入手可能な情報から得られた東京ガスの経営者の判
断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これ
ら業績見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実
際の業績に影響を与えうる重要な要素には、日本経済の動向、急激な為
替相場、原油価格の変動ならびに天候の異変等があります。

※ 本資料について、決算発表後12時間が経過する時点（2003年10月31日・日本
時間午前2時頃）までは当該業績のお知らせをご覧になった場合、証券取引法166
条第3項及び同施行令30条の規定により、インサイダー取引規制に関する「第一

次情報受領者」となります。上記公表時点までの間に当社の株券等の売買等を行
うことは禁止されていますので、十分ご注意ください。
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－説明内容－
（連結ベース）

1．2004年3月期中間期実績

2．2004年3月期年度見通し

3． 「フロンティア2007」初年度の進捗状況（トピックス）

4．参考資料
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1．2004年3月期中間期実績

◆決算総括
◆ガス販売量実績
◆セグメント別（売上高、費用、営業利益）
◆営業外損益・特別損益
◆ＢＳ（資産の部、負債および資本の部）
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決算総括
（億円未満切捨て）

222

364

438

5,051

FY03　中間期

実績

当期

純利益

経常利益

営業利益

売上高

+ 162
(+270.0%)

+ 38
(+20.6%)

60184

+ 274
(+304.4%)

+ 90
(+32.5%)

90274

+ 268
(+157.6%)

+ 79
(+21.9%)

170359

+ 181
(+3.7%)

+ 315
(+6.6%)

4,8704,736

対当初

増減

対前期

増減

当初見通し

（4/30時点）

FY02 中間期

実績
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ガス販売量実績

1,194 1,298

1,694
1,998

1,337

1,252

460

419

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

FY02中間 FY03中間

百万m3

卸供給 +9.7 % （+0.41億m3）

・供給先事業者への販売量増加

商業用その他用 +6.7 % （+0.85億m3）
・夏期の低気温の影響による空調需要の伸び悩み（－）

・新設物件の稼動開始

工業用 +18.0 % （+3.04億m3）
・発電用需要の増加（発電専用・IPP・ｺｼﾞｪﾈ）
・既存物件の順調な稼動（設備増による稼動増等）

家庭用 +8.7 % （+1.04 億m3）
・夏期の低気温の影響による 給湯需要の伸び

前年度比11.7％増
(+5.34億m3）

＜合計45.6億m3＞

＜合計50.9億m3＞ <増減要因>

（百万m3未満四捨五入）
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セグメント別売上高

・販売量の増加
・ｽﾗｲﾄﾞ制による
料金回収

・新設工事単価の低下

・工事件数の減少　

・新社「ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽ」の
　立ち上げに伴う受託業務
　量増加（内部取引）
・ｺｰｼﾞｪﾈ受注等の増加

・商品高ｸﾞﾚｰﾄﾞ化
　による卸売単価増　

ガス
＋360

ガス器具
　　+ 11

受注工事
　　▲10

建物賃貸
　　▲3

その他
　+21 (＊)5,427

601

276
177
684

・新宿ﾊﾟｰｸﾀﾜｰの
　賃料改定値下げ

（億円未満切捨て）

　（5,051）

　内部取引
　　相殺後

（単位：億円）

(＊)5,048

FY02
中間期

FY03
中間期（＊）売上高には、部門間の内部取引を含む

3,327

590

286

663その他

180建物賃貸

受注工事

ガス器具

3,687

ガス
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セグメント別費用

・減価償却費の減少
・諸経費の削減

ガス
＋287

ガス器具
　　+ 2

受注工事
　　▲16

建物賃貸
　　▲10

その他
　+30 (＊)4,685

646

・販売量増に
　伴う原材料

　
　費の増加

・固定費の削減、減少

（億円未満切捨て）

　（4,612）

　内部取引
　　相殺後

（単位：億円）

(＊)4,392

3,077

受注工事

ガス

ガス器具

建物賃貸

その他

2,790

557

284

133616
268

143
559

・「ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽ」の本格
　的立ち上げによる増
・ｺｼﾞｪﾈ受注に伴う増

FY02
中間期

FY03
中間期（＊）費用には、部門間にまたがる費用を含む
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セグメント別営業利益

（単位：億円）

・販売量の増加

　

・納入価格の低減
・固定費の削減

・諸経費の削減　

ガス
＋73

ガス器具
　　　+9

受注工事
　　　+6

建物賃貸
　　＋6

その他
　▲9

32
1

37
47

(＊)742

41
7

43
38

（億円未満切捨て）

　（438）

　内部取引
　　相殺後

(＊) 655
その他

建物賃貸

受注工事

ガス器具

610
537ガス

FY02
中間期

FY03
中間期（＊）営業利益には、配賦不能営業費用を含まず
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営業外損益・特別損益
（億円未満切捨て）

営業外損益：▲73億円（対前期比＋10億円）

●営業外収益　 　 44億円（対前期比 ＋　 4億円）
●営業外費用 118億円（　 同　 　　　▲ 6億円）
　 ・支払利息　　　　　　　 　78億円（　 同　　 　　▲ 6億円）

特別損益　：　 ▲3億円（対前期比▲23億円）

●特別利益
・固定資産売却益　　　　 1億円（対前期比　　▲ 1億円）　
・有価証券売却益 5億円（　　同　　　 ▲ 12億円）

●特別損失
　・固定資産売却損　　　　11億円（　　 同　　　　 +　10億円）　
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ＢＳ（資産の部）

03年3月末

・売掛金の減少
(上期末と下期末
の季節差)

・株式相場の回復等
による投資有価証券
含み益の増

有形固定資産
　　▲24716,760

12,174

206

1,734

2,645

（単位：億円）

投資等

有形固定資産

無形固定資産

流動資産

　　投資等
　　　+239

　流動資産
　　▲383

16,341

1,973

178

11,926

2,262

03年9月末

・設備投資による増
*扇島工場LNGタンク取得等

・減価償却による減
*扇島工場ﾀﾝｸ特別償却

　 *IT減税特別償却等

無形固定資産
　　▲27

（億円未満切捨て）
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ＢＳ（負債および資本の部）

固定負債
+259

16,760

7,515

3,407

5,797

固定負債

流動負債

資本

　流動負債
　　▲638

03年3月末 03年9月末

　資本
　▲39

2,769

7,775

5,757・自己株式の取得
・その他有価証券
　評価差額金の増

・社債発行による増
*第23回債 200億円

16,341

・転換社債の償還
・長期借入金の返済　

（億円未満切捨て）
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2．2004年3月期年度見通し

◆ガス販売量見通し

◆年度決算見通し
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ガス販売量見通し

3,302 3,299 3,339

3,632 3,692 4,036

2,773
2,7952,592

991
934944

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

FY02実績 FY03当初見通し FY03見通し

百万m3

卸供給 +5.0 %（+0. 48億m3）

・卸先需要の順調な拡大

商業用その他用 +7.0 %（+1.81億m3）

・新規物件の獲得
・既存大口物件等の順調な稼動

工業用 +11.1 %（+4.03億m3）

・発電向け中心に引き続き需要拡大
の見込み

家庭用 +1.1 %（+0.37億m3）
・02年度の厳冬の反動減

・新規お客様の獲得

前年度比6.4％増
(+6.70億m3)

＜合計104.7億m3＞
＜合計111.4億m3＞

<年度見通し増減要因>

（百万m3未満四捨五入）

＜合計107.2億m3＞
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年度決算見通し

ｈ  

2003 年度 差異 

 

 

2002 年度 

実績 当初見通し 年度見通し 対 02 年度 対当初 

総売上高 
11,276 億円 11,390 億円 11,620 億円 +344 億円 

+3.0％ 

+230 億円 

+2.0％ 

ガス売上高 
7,924 億円 8,080 億円 8,337 億円 +412 億円 

+5.2％ 

257 億円 

+3.2％ 

その他売上高 
3,352 億円 3,310 億円  3,283 億円 ▲68 億円 

▲2.1％ 

▲27 億円 

▲0.8% 

営業利益 
1,232 億円 1,080 億円  1,430 億円  198 億円 

 +16.0％ 

350 億円 

+32.4％ 

経常利益 
919 億円   890 億円  1,220 億円 301 億円 

+32.7 ％ 

330 億円 

+37.1％ 

当期純利益 
592 億円 580 億円    760 億円 168 億円 

+28.4％ 

180 億円 

+31.0％ 
 

（億円未満切捨て）
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3．「フロンティア２００７」初年度の

進捗状況（トピックス）

◆主要経営目標
　（TEP、FCF、ROA、有利子負債残高）

◆自己株式取得

◆エネルギー関連領域への事業拡大

16



主要経営目標
（ＴＥＰ≒東京ガス版ＥＶＡ）

（有利子負債残高）

1,0201,170
1,220

1,119

2,002

2,220

2,050
1,990

0
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1,000
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2,000

2,500

FY02通期 FY03当初見通し FY03見通し 中計03～07平均

億円

設備投資額 当期利益＋減価償却（長前償却込）

5,800
5,140

6,0005,600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

FY02通期 FY03当初 FY03見通し 中計FY07時点

億円

単体 連結

3.43.5

4.5

3.5

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

FY02年度 FY03当初見通し FY03年度見通し 中計03～07平均

% （ＲＯＡ ）

134

91

276

60

0
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100

150

200

250

300

FY02通期 FY03当初見通し FY03通期見通し 中計03～07平均

億円

7,313 7,490
7,290

6,270

■WACC：02年度4.4%、03年度見通し4.5%

・有利子負債コスト：2.23%（税引後）、3.5%（税引前）

・株主資本コスト：6.5%（=3.5%（ﾘｽｸﾌﾘｰﾚｰﾄ）+0.75（β値）×4%（ﾘｽｸﾌﾟﾚﾐｱﾑ））

■当期利益 592億円 580億円 760億円

■減価償却費 1,410億円 1,470億円 1,460億円

（フリーキャッシュフロー）

882億円
830億円

1,050億円

970億円

17



自己株式取得

「フロンティア2007」･･･5ヶ年間で1,000億円の自己株式取得を実施

現在は金庫株として保有
↓

CBの転換への充当、消却、M&A等

大株主の状況（2003年9月末現在）

1位 ： 日本ﾄﾗｽﾃｨｻｰﾋﾞｽ信託銀行（信託口）[151. 9百万株]

2位 ： 日本生命保険相互会社 [151. 5百万株]

3位 ： 日本マスタートラスト信託銀行（信託口） [141.1百万株]

4位 ： 第一生命保険相互会社 [135.9百万株]

5位 ： 東京ガス [108.8百万株]

・
・
・

9位：東京ガス社員持株会[42.8百万株]

26.6 26.6

50.0

29.729.729.7

0

30

60

90

120

02/8 03/5 03/8･9

合計106.3百万株
378億円

（百万株）

100億円 100億円 178億円

03年6月の定時株主総会で

決議した取得枠について
9月までに取得終了

－取得実績－
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エネルギー関連領域への事業拡大

＜上流・輸送分野への進出＞

①ダーウィンＬＮＧプロジェクトへの正式参画（出資比率3.36％）（6月）
　・2006年1月から17年間、100万ﾄﾝ／年購入、全量FOB契約
　 ・東京電力との共同出資（東電6.72％）、共同購入（東電200万ﾄﾝ／年、当社100万ﾄﾝ／年）

②自社ＬＮＧ船「エネルギーフロンティア」号の就航（9月）
・初の100％自社所有船（145,000ｍ3）、マレーシアや西豪州のＦＯＢ分を輸送

サハリンⅡプロジェクトとの売買基本合意
　・2007年4月から24年間、110万ﾄﾝ／年、全量ＦＯＢ

　・近距離、豊富な埋蔵量、供給ソースの分散化、競争力ある価格メカニズム

★ＬＮＧ価格低減
★柔軟性の拡大
★輸送事業の拡大

＋

＜電力事業への進出＞

★300万kW構想

　への着実な進展

19

①東京ガスベイパワー（10万kW）の営業運転開始（10月から、エネット向け）

②企画会社「扇島パワー」設立（7月）
　・120万kW（40万kW×3基）クラスの発電所、2009年運転開始目標
　・シェルグループとのアライアンス

③東京ガス横須賀パワー
　（トーメンパワー横須賀 （24万kW））の株式取得（7月）

・東電へのIPP事業（90%分）

・2006年度運転開始予定



4．参考資料

◆主要計数表(1)

◆主要計数表(2)
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主要計数表（1）

+28.4%760592+20.6%222184純利益

+ 0.8228.2127.39+ 2.8528.4225.57原油（$/bbl）

+ 0.216.316.1- 0.821.722.5気温（℃）

- 7.94114.04121.98- 4.99118.08123.07為替（円/US$）

+106.0%276134-66.7%-19-57ＴＥＰ

+32.7%1,220919+32.5%364274経常利益

+16.0%1,4301,232+21.9%438359営業利益

-2.1%3,2833,352-3.2%1,3641,409　その他売上高

+5.2%8,3377,924+10.8%3,6873,327　ガス売上高

+3.0%11,62011,276+6.6%5,0514,736売上高

対前期比FY03
見通し

FY02
実績

対前期比FY03
実績

FY02
実績

年度中間期

（億円）
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主要計数表（2）
（億円）

－12.7%10.4%－3.8%3.3%ROE： (c) / (a)
－4.5%3.5%－1.3%1.1%ROA ：(c) / (b)

+19.0%1,050882+21.8%472387ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

(c) + (d)

+3.5%1,4601,410+10.8%757683　減価償却(f)

+6.9328.1121.18+1.538.106.57EPS(円)

+4.5%1,1701,119+5.6%507479　設備投資(e)

-0.1%290290+23.0%250203投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

(ｄ)＝(ｆ)－ (e)

+28.4%760592+20.6%222184利益ｷｬｯｼｭﾌﾛｰc)

-0.3%7,2907,313-1.0%7,6977,776有利子負債残高

－36.7%34.6%－35.2%34.2%株主資本比率(b)/(a)

+6.3%6,1605,797+2.3%5,7575,627株主資本(b)

+0.1%16,77016,760-0.8%16,34116,469総資産(a)
対前期比FY03見通しFY02実績対前期比FY03実績FY02実績

年度中間期

(注）ROA=当期純利益／総資産（期首・期末平均）, ROE=当期純利益／株主資本（期首・期末平均）
　　 EPSの分母は期中平均株数
　　 ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ={利益ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ（当期純利益）}＋{投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ[（減価償却費）-（設備投資）]} 22
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